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やはり総選挙は野党共闘で勝利を！  ―都議選を振り返る!― 
自民党 歴代ワースト 2位の「大惨敗」 
自民党は都議選で議席数は 4年前に次ぐひどさの 33議席。都民ファーストの 31議席を上回り、

何とか第１党に返り咲きましが、公明党の 23議席と合わせても、勝敗ラインとした過半数に届か

ず大惨敗。菅政権には大きな打撃となり、総選挙へ向け厳しい見通しとなってきました。 

 自民党は当初、50議席を見込めるとの見通しでした。しかし、迫る東京五輪・パラリンピックで

はいまだ開催に反対・再延期の声が４割に上り、無観客での開催を望む声が多い中、菅首相は観客

の扱いについて、決断できないままでした。さらに、ワクチン不足による職域接種の新規申請受付

の突然中止など、接種遅れも追い打ちをかけ、政府の新型コロナ対策への都民の不満に火がついて

しまった状況です。 

 都議選に勝利し、五輪成功を経て衆院選へのＶロードを描いていた菅首相でしたが、都議選でマ

イクを握ったのが告示日の自民党本部前での第一声のみで応援にも入らず、いわば「菅隠し」のた

たかいを行いました。結果、都民の厳しい審判を浴び、2009年の 38議席を下回る歴代ワースト 2位の結果

となりました。菅首相は総選挙・首相再選に向け、軌道修正を余儀なくされています。 

「野党共闘」で立憲・共産ともに善戦  一方で協力否定の国民民主は無残 
今回、「都民ファーストの会」が減らした議席を、他の政党で分け合う構図になりました。議席

の伸びが目立ったのは立憲民主党で、告示前は 8だった議席を倍近い 15に伸ばしました。1～3人

区の一部で行った共産党との候補者調整が奏功したとみられます。逆に、両党が候補者を立てた選

挙区では「共倒れ」になるケースも。都議選は衆院選に向けた試金石ともいえ、候補者調整を急ぐ

必要性が改めて浮き彫りになりました。 

 共産党は 19議席を獲得、告示前の 18議席から 1議席伸ばしました。志位委員長は大勢判明後の

記者会見で、「現有議席の確保なので、重要な勝利と言っていいのではないか」と結果を評価した

上で、立憲との協力がなければ「我が党については、現有（議席数）の確保は、なかなか難しかっ

たと思う」と話しました。 

両党の候補者調整の対象になったのは、1～3人区の一部です。7つある 1人区では、小金井市、

青梅市には両党が公認候補を立てず、そのうち小金井では両党などが推薦する候補者が当選しまし

た。残る 5選挙区では統一候補が擁立され、武蔵野市で立憲の五十嵐衣里氏が当選。「1勝 4敗」で

した。 

2人区は 15。そのうち北多摩第二では両党が公認候補者を擁立せず、立憲などの推薦候補者が当

選しています。港区、西東京市、南多摩の 3選挙区では両党が競合し、いずれも「共倒れ」しまし

た。ただ、候補者が一本化できた残りの 11選挙区では「7勝 4敗」でした。 

 7つある 3人区では、4選挙区で候補者を一本化。そのうち 3区で統一候補が当選しています。

残り 3選挙区は、共産のみ当選、立憲のみ当選、双方落選でした。 

立民・安住氏、連合東京より共産が「リアルパワー」 
立憲民主党の安住淳国対委員長は 5日、国会内で記者団に、同党が 15議席を獲得した東京都議

選では共産党との候補者一本化が奏功したとの認識を示しました。一方、国民民主党の候補 4人が

全員落選したことを踏まえ「リアルパワーは何なのかを冷静に見なければ」と指摘し、共産との協

力を強く否定してきた国民や連合東京に苦言を呈しました。 
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 連合東京は、都民ファースト、立憲民主党、国民民主党の候補を推薦・支援しました。28人いた

立憲民主党の公認候補者のうち、「共産党と与しないこと。違反行為があったら推薦等の支援を取

り消す」等と脅し、選別し、19人のみを推薦・支持、支援しました。しかし、そのうち 7人が落

選、当選したのは 12人でした。 

そして、国民民主は 4人とも落選。選挙対策委員長 岸本周平氏は、「野党でありながら具体的な

政策を与党に提案し、問題を解決してきた国民民主党の実績が、都民の間に浸透しているとは言い

難い現状が明らかとなった」、都議選の経験と反省を踏まえ、党の活動と体制を見直し、来る衆議

院選挙に活かしていくとの談話を出しています。 

 安住氏は共産との協力に関し、候補者を一本化してトップ当選した武蔵野市や中野区の例を挙げ

て「如実に成果が出た」と強調。一方、連合東京について「こういう結果が出ている。国民は何議

席を取ったのか。（連合東京が）担いだんじゃないの」と皮肉り、共産に勝る「リアルパワー」を

有していないとの考えを示しました。国民民主に対しては「玉木君（玉木雄一郎代表）も真剣に考

えざるを得ないだろう。政権選択選挙（衆院選）は与党なのか野党なのか曖昧だと埋没する」とク

ギを刺しました。 

野党共闘でたたかわないと国民民主は埋没… 
国民民主は国会対応などで独自路線を強めています。次期衆院選に向けて存在感をアピールする

狙いですが、立憲民主党などとの溝は深まるばかりで、野党共闘の不安要素となりつつあります。 

与野党対決型の法案をめぐっても、是々非々の姿勢を強調し、後半国会で焦点となった国民投票法

改正案や重要土地等調査法案に賛成し、反対や慎重な立場を取る立憲や共産党との足並みは乱れま

した。4月の参院長野選挙区補欠選挙では、立憲の新人候補が共産などと結んだ政策協定を問題視

し、いったん出した推薦を取り下げました。 

 しかし、今回の都議選の結果を見れば、安住氏の指摘のように「与党なのか野党なのか曖昧だと

埋没する」に間違いありません。野党共闘を重視した総選挙対応、国会対応なくして生き残る道は

ないのではないでしょうか。是非、玉木氏を始め国民民主の皆様には考え直して欲しいものです。 

 

新潟県憲法会議 総会開催 
憲法パンフレットを活用した「改憲 4項目」学習に取り組むこと等を決定 
新潟県憲法会議は 5月 30日に第 40回総会を開催しました。総会前に成嶋議長を講師の記念講演

会「〈違法状態〉は解消されていない！－日本学術会議任命拒否問題を憲法から考える－」が 40名

の参加で開催されました。総会には会員 16名が参加、（2021年度活動方針）は「安倍・菅改憲」阻

止のたたかいとして、自民党の「改憲 4項目」の内容の学習を憲法会議が新たに発行した新・憲法

パンフを活用して取組む事などを決定しました。 

◇決定した当面の具体的方針 

（１） 第 5回森ゆうこさん（新潟県選出参議院議員・立憲民主党副代表と「政治」を語る会  

市民連合＠新潟 7月 11日（日）に開催 

（２）新潟県選出の立憲民民主党・参議院議員打越さく良さん（憲法審査会委員）との懇談申入れ  

  ※憲法会議の独自取組み   テーマ ①「改正国民投票法成立」の経過 ②憲法について 

（３）新憲法会パンフレットの活用 

   憲法会議（100部） 新潟県憲法共同センターで現在注文集約中（約 500部） 

   団体での大・小の学習会への講師派遣 

（４）節目の街宣・集会 市民アクション＠新潟+市民連合＠新潟 共催 

   ・7月 19日（月）昼 怒りの 19日行動 ・8月 15日（日）昼 終戦記念日行動 

   ・9月 17日（金）夕方 戦争法廃止！総選挙に向けての決起集会 

（５）市内宣伝カー運行 

   ・期間 7月中 ・内容 憲法センター加盟団体が日時を決めて市 

内に宣伝カー運航 

（６）夏の学習交流集会 オンライン講演会 憲法共同センター主催 





   ・日時 8月 21日（土）14:00～ 

   ・講演 国民本位の憲法が生きる政治にどう転換させていくか 

          －総選挙勝利で安倍・菅改憲の息の根を止める－ 

   ・講師 渡辺治さん（一橋大学名誉教授） 

各地のとりくみ 
札幌 札幌西区民の会が 197回目の「9条改憲 NO！全国緊急署名」行動 
「菅自公政権は日本だけでなく、世界の宝の憲法を破壊し、『戦争する国』づくりへ躍起です」。

札幌市西区の戦争をさせない札幌西区民の会は 6月 29日、地下鉄琴似駅で 197回目の「9条改憲

NO全国緊急署名」の呼びかけを行いました。 

 会員が「戦争は最大の人権侵害 9条改悪を許すな」の横断幕やのぼり、大型プラスターを掲

げ、「憲法を守る署名です」と通行人に声をかけました。「憲法を壊して『戦争する国』にしようと

しています」の訴えに立ち止まって聞いていた女性は「本当に戦争する国になりそうで心配です」

と署名。「戦争の準備をしたら、社会保障がもっと削られそう。いや確実に削られます」と憤りま

した。阿部絋司事務局長、西区革新懇の若狭博光事務局次長が「五輪は中止し、コロナ対策に全力

を尽くすべきです」と訴えました。 

岩手 命犠牲の東京五輪を開催するな 
 安倍前内閣による集団的自衛権容認の閣議決定から 7年となった 1日、「9条改憲 NO!全国市民ア

クション岩手の会」は盛岡市の 3カ所で、菅政権の改憲発議などに反対するスタンディング宣伝に

取り組みました。大通りでのリレートークで憲法改悪反対県共同センターの金野耕冶事務局長は、

緊急事態解除から 10日間でコロナ感染拡大の危険が現れてきたと指摘。ワクチン不足も報道され

ており、「命を犠牲にするような五輪は開くべきではない」と批判しました。 

 各界の代表も、「コロナ禍で高齢者医療費の 2倍化法や病床削減推進法を強行した菅政権に、総

選挙で審判を」(岩手医労連)、「市民と野党の共闘を発展させて、命を守る政治―転換させよう」

(県革新懇)と訴えました。 

 宣伝を見た 60歳の女性は「コロナ感染で危険な五輪をなぜやるのか。『開催の場合は無観客で』

という専門家の意見を政府が無視したのも、おかしい」と怒っていました。 
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 「９条改悪ストップ！憲法を生かしたコロナ対策、 

政治、社会の実現を」  

Ｑ どうして憲法 9条を変えようとしているのですか？ 

Ａ 「海外で戦争する国」づくりを進めるためです 
これまで、政府はなし崩し的に自衛隊を海外に派遣してきました。それでも、自衛隊が「殺し、 

殺される」戦闘を行わなかったのは憲法 9条があったからです。例えば、政府は 2015年に安保関

連法（戦争法）を成立させ、2016年には武器使用を認める「駆けつけ警護」などの新任務を付与し

て自衛隊を南スーダン PKOに派遣しました。しかし、南スーダンでは戦闘が激化し、自衛隊も危険

な戦闘に巻き込まれかねない事態でした。そのまま南スーダンで活動を続けることは、政府の解釈

からも憲法 9条違反となることは明白だったことから、政府は自衛隊を撤退させざるを得ませんで

した。 

 このように、安保関連法成立後も、憲法 9条が自衛隊の海外での武力行使を制限する大きな防波 

堤になっています。ですから、政府は、あるときは自衛隊を憲法に書き込むといい、またあるとき 

はコロナ対策のために緊急事態条項が必要といって、改憲の理由をコロコロ変えてまでも憲法 9条 

を無力化し、米軍とともに海外で戦争できる国にしたいのです。 

 2021年 4月 16日に発表された日米共同声明で、50年ぶりに台湾問題に言及し、台湾有事の際に 

は日本がアメリカの出撃に協力するなど米中の軍事対軍事の紛争への関与を約束しました。 



憲法パンフで学習会 

八王子からパンフを使って

の学習会の講師要請が！あ

なたの町でもどうですか。

か。 


